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序文

本書は､大分市教育委員会が松岡小学校の校舎増築に伴って、平成１８年度に実施しまし

た上松岡遺跡発掘調査の成果を収録したものです。

文化財は、先人たちが営々として築き上げ、また守り育んできた貴重な文化遺産であり

ます。こうした身近な郷土の文化財を通して、先人たちの優れた生きざまを学び、今後の

生活や文化に生かすことが大切であり、その継承は私たちが負うべき債務のひとつと考え

ております。

したがいまして、本市教育委員会では、こうした文化財保護法の主旨にのっとり、さま

ざまな事業を推進するなか、文化財の保護・保存・活用を図っているところであります。

さて、本調査区は、周知遺跡である上松岡遺跡に位置し、弥生時代から中世にかけての

遺跡の存在が予見されたことから事前の確認調査を実施し、遺構保存につい関係機関との

協議を重ね、最小限の記録保存といたしました。

調査の結果、中世の水田耕作に関わる遺構や遺物等々が発見され、当該地は弥生時代の

湿地景観から中世には水田が展開することが明らかになり、大野川左岸の沖積地を舞台と

した人々の生活や技術水準を復原する貴重な成果を得ることができました。

本書が、地元の皆様とともに多くの方々の文化財愛護への理解を深める一助となり、歴

史教育、学術の振興に幅広く活用いただければ幸いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行にあたり、ご配慮．ご協力をいただ

いた関係者の皆様には衷心より感謝申し上げます。

平成１９年９月３０日

大分市教育委員会

教育長足立一馬
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１．本報告書は、学校施設課の委託を受けて大分市教育委員会が主体となり実施した、大分市大字松岡

所在の上松岡遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、松岡小学校校舎増築に伴い、平成18年５月１４日より７月１２日まで実施した。

3．遺構の実測・写真撮影は荻幸二（大分市教育委員会文化財課嘱託）が行い、遺跡の空中写真は九州

航空株式会社に委託した。

4．土器・磁器の実測は小野裕子（大分市教育委員会文化財課臨時職員）が、石器・土錘の実測、遺構

の下図作成は荻が、遺構図・遺物実測図のトレースは小野が、遺物の写真撮影は荻・佐藤孝則（同

嘱託）が行った。

5．プラント・オパール分析・火山灰分析は古環境研究所に委託した。

6．本書の執筆は、調査を担当した荻が当り、科学分析については業務を委託した古環境研究所に依頼

した。

7．遺物番号は、本文・挿図・図版で一致する。

8．挿図における遺構の略称は、以下のとおりである。

ＳＤ＝溝状遺構ＳＫ＝土坑ＳＦ＝焼土坑ＳＰ＝柱穴

9．本書の編集・構成は荻・井口あけみ（同嘱託）が行い、校正については井口が行った。
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第１章はじめに

Ｉ・調査にいたる経過

大分市の中央部に位置する松岡地区は、近年までは都市郊外の田園地帯であった。しかし最近、隣接

する丘陵上において、大規模商業施設の開発が行われ、さらに大規模な宅地開発も相次いで行われてい

る。これにより、地区唯一の松岡小学校では児童が急激に増加してきた。そこで、大分市教育委員会で

は平成15年度から仮設校舎を建設するとともに校舎の本格的な増築を検討してきた。その結果、平成１９

年度から20年度に現校舎の南側に校舎を増築し、あわせて学校敷地内にあった松岡幼稚園を新校舎１階

に統合することでグラウンド用地を確保することとした。

校舎の増築計画の進捗に伴い、平成16年８月１２日に主管課である学校施設課から埋蔵文化財の有無に

ついて照会を受けた文化財課では、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地「上松岡遺跡」の範囲内にあるこ

とから遺構の所在状況について確認調査を実施する必要がある旨回答した。確認調査は平成16年８月１７

日に行われ、中世以前に遡る溝状遺構等が検出された。これを受けて、文化財課は学校施設課と遺跡の

取り扱いについて協議を行ったが、校舎増築部分の変更は困難であることから、平成18年度に本調査を

実施して遺構の記録保存をはかることとした。

本調査は平成１８年５月１４日から７月１２日まで実施され､７月30日に埋め戻しを完了した｡調査面積は444

㎡である。また、整理作業については、調査後平成18年９月30日まで実施した。

Ⅱ． 調査組織

調査主体

事務局

文化財課

管理係

文化財係

大分市教育委員会教育長秦政博足立一馬（平成19年５月14日～）

大分市教育委員会教育総務部文化財課

課長佐藤功玉永光洋（平成18年１０月～）

参事玉永光洋

課長補佐渋谷建治（平成19年４月～）

係長安東時男

指導主事植木和美姫野公徳

主査幸俊昭桑原治（平成19年４月～）

主任桑原治栗田博之加藤キヌ加悦真理

係長塔鼻光司

専門員坪根伸也池過千太郎（平成19年４月～）

主任池漫千太郎高畠豊河野史朗塩地潤一中西武尚

永松正大（平成19年４月～）

主事永松正大佐藤道文五十川慎也古川匠

長直信（平成19年４月～）

事務員長直信

嘱託井口あけみ荻幸二宮田剛稗田智美奥村義賞羽田野達郎

佐藤孝則梅木信弘波多野裕之水町裕子山本哲也山下朋

五十川慎也山下桂仲矢咲紀古田陽姫野久恵

－１
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第１図松岡小学校校舎増築予定地と調査区の位置（1/1,000）
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Ｉ、地理的環境

本遺跡は、九州島の北東部に位侭する大分県の中央部に当り、別府湾を北に臨む大分市'↑'央部やや束

よりの大分市大字松岡に所在する（第２図)。大分市の中央部は、南両部の霊'11から北に延びる古城111・

高尾山などの山系によって二分されている大分平野が占めており、本遺跡は大野川によって開析された

沖積地の、大野川が乙津川と分岐する手前の雌も低い河岸段丘上に立地する。大野川左岸から本遺跡の

所在する低段丘までは、周Ijl:|に水'11が拡がるが、その'八i側は既述のように霊山から延びる山系、大野川

右岸の東側には丹･生台地、そして南側は九州山地に連なってゆく大野川流域の台地に囲まれている。

Ⅱ歴史的環境

大分平野は大分県中央部に位慨し、北は別府湾を臨み、大野川・大分川という二大河川がその別府湾

に向けて貫流し、Ｉ｣｢〈から交通の要衝であったと考えられる。

本遺跡周辺では、既に後期lmi器時代から人々のﾊI}住が認められる。鮫も古い遺跡としてはＡＴ下位

段階のものとして、北東約2.6kmの台地上に位慨する一方平Ｉ遺跡（大分県教育委員会l999a）の一部

を挙げることができるが、小形ナイフ形ｲ淵を伴うイi器群である。次いで、ＡＴ上位段階の辿跡として

は、三稜尖頭器・剥片尖頭器・ナイフ形石器を出土した、流紋岩の原産地的大遺跡である一方平Ｉ遺跡

を初め、そのすぐ西隣に三稜尖顛器の製作靴である一方平Ⅱ辿跡、そのlIIil辺のスポーツ公園辿跡群内の

一方平Ⅲ．諭出・九池・牧ノ内遺跡でも蒋干の石器が川土しており（大分県教育委員会19991)．ｃ)、そ

の北側の台地上でもナイフ形石器の出こした多武尾遺跡・尾崎遺跡や猪野新土井遺跡などの辿跡（大分

市教育委員会1984,2001）が、また大野川を挟んだ東側の丹生台地上にはナイフ形ｲi器や三稜尖頭器

c=，

９

'

第２章遺跡の立地と環境

第２図上松岡遺跡の位置（1/30,000）
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が検出された丹生遺跡群（古代学協会1992）なども存在する。更に細石器段階の石器も、既述の一方

平Ｉ遺跡や猪野新土井遺跡で認められる。

縄文時代に入っても幾つかの重要な遺跡を挙げることができる。即ち、先ず一方平Ｉ遺跡では、早期

の塞ノ神式土器や大量の篠器・姫島産黒曜石製の石鍬が出土し、炉穴・集石が検出されており、後・晩

期としては香川県金山産サヌカイト製と考えられる石鎌や扇平打製石斧が見つかっている。次いで、横

尾貝塚（大分県教育委員会1982）・横尾遺跡（大分市教育委員会2002.2004）では、早期の水場遺構・

龍に入った大量の姫島産黒曜石などが検出され、前期から中期に亘る貝塚、後期のドングリ貯蔵穴など

も発見されている。また、猪野新土井遺跡や古城山遺跡（大分県教育委員会1995）でも早期前半の土

器と共に篠器の製作杜が検出されている。更に丹生遺跡群では、縄文時代草創期の大形打製石斧、早期

の喋器が大量に出土している（大分市教育委員会2002ｂ)。

弥生時代なると、この地域も農耕を伴う新来文化をいち早く取り入れたようで、スポーツ公園遺跡群

内の一方平1V遺跡（大分県教育委員会l999b）では早期初頭から前期に重複する包含層が認められる。

前期末以降は数多くの遺跡が形成されるようになり、大野川西岸では本遺跡北西の河岸段丘上に、前期

末～中期の集落である尾崎遺跡、米竹遺跡では貯蔵穴が検出されており、その他にも前期末から後期ま

での集落遺跡として、二目川・横尾下組・多武尾・東中尾・有田・岡原・松岡・清水・向原・門前など

の遺跡があり、本遺跡の中心部でも同時期の集落が検出されている。中でも、水分神社遺跡では後期初

頭の中広銅矛が、多武尾遺跡では後期末の小銅鐸がみられる（大分市教育委員会1982）など、青銅器

関係が注目される。大野川東岸では丹生川遺跡で水田に関係すると考えられる矢板・杭・木鍬などが出

土しており、西岸でも低地では水田が展開していたと推測される。

古墳時代に入っても、本遺跡周辺では多くの遺跡が形成されているが、前期までは前時代のものと重

なるように段丘上に立地しているのに対して、５世紀以降になると沖積低地の微高地の方に中心が移行

する。その例として、大野川左岸では毛井（大分県教育委員会2002）・清水遺跡などが、右岸では新田

遺跡を挙げることができる。それに伴って、古墳や横穴墓群も形成されるようになる。古墳としては、

本遺跡南西の山嶺上には前方後円墳を含む小牧山古墳群が､北約1,000ｍの地点に真萱石棺が､北約2.75

kmの地点に有田古墳が、大野川を挟んで北東約1.251mnの山嶺上に大内古墳群が、更に北東の丹生台地上

に野間古墳群が認められる。これらの古墳群の調査は行われていないため所属時期は判然としないが、

古墳時代前半のものだと推測される。横穴墓群としては、北西約750ｍの地点に一の谷横穴墓群･一の谷

南横穴墓群が存在する。

飛鳥時代に入っても、上述の毛井・清水遺跡では集落が維持されていたことが出土した遺物から推察

され、一の谷横穴墓群なども営まれて続けていたようである。奈良時代に入っても清水遺跡では小規模

ながら集落が維持されており、本遺跡の北約3.0kmの地点に位置する二目川遺跡では須恵器･土師器が大

量に出土した他、鉄津･輪羽口などの鍛冶関連遺物や円面硯などが出土しており、西約1.51ｍの地点には

松岡古窯群が調査されているが、須恵器の登窯で国簡に関連する遺構と考えられる。また、大野川を挟

んだ右岸の丹生川坂ノ市条里跡では古代から中世に至る郡簡に関連する施設群が大分市教育委員会に

よって調査されつつある。

平安時代では、集落遺跡は本遺跡周辺には発見されていないが､本遺跡の北約2.51qnに位置する大規模

な粘土採掘坑が検出された東中尾遺跡や、土師器焼成坑が見つかった井ノ久保遺跡など、土器生産に関
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わる遺構が検出されている。

鎌倉時代に入ると、本遺跡周辺は1236年に承久の乱の恩賞として信濃国後家人平林頼宗が地頭職を得

たと文献に記されており、中世を通じて地頭職を保持している。従って、本遺跡周辺は水田が拡がり、

荘園が形成されていたと推測される。本遺跡は中世全般に亘っており、水田自体は近世に入るまで造成

されないが、周辺の水田を潤す井路が貫流していたことが判明している。

近世に入ると、本遺跡周辺は臼杵藩領となり、本遺跡も水田化したが、大野川の氾濫が度々あったた

めか、周辺各所に石憧が建立されている。

【参考・引用文献】

大分県教育委員会l982a『横尾貝塚発掘調査概報』

大分県教育委員会１９９５『古城山』

大分県教育委員会l999a『スポーツ公園内遺跡群発掘調査報告書（第２分冊）一方平Ｉ遺跡』

大分県教育委員会l999b『スポーツ公園内遺跡群発掘調査報告書（第３分冊）一方平Ⅱ遺跡一方平

Ⅲ遺跡一方平1V遺跡』

大分県教育委員会l999c『スポーツ公園内遺跡群発掘調査報告書（第４分冊）九池遺跡論出遺跡

牧ノ内遺跡上牧ノ内Ｉ遺跡上牧ノ内II遺跡上牧ノ内Ⅲ遺跡小平ノ辻遺跡』

大分県教育委員会２００２『大分県文化財調査報告書第135輯毛井遺跡Ｂ地区』

大分市教育委員会１９８２『大分市多武尾遺跡調査概報』

大分市教育委員会１９８４『尾崎遺跡』

大分市教育委員会２００１『猪野新土井遺跡』

大分市教育委員会２００２「横尾遺跡」『大分市市内遺跡確認調査概報-2001年度一』

大分市教育委員会２００４「横尾遺跡」『大分市市内遺跡確認調査概報-2003年度一』
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１．上松岡遺跡２．毛井遺跡Ｂ地区３．二分神社銅矛出土地４．二目川遺跡５．横尾下組遺跡

６．多武尾遺跡７．東中尾遺跡８．有田遺跡９．有田古墳１０.横尾貝塚１１.一方平Ｉ遺跡１２．

一方平Ⅱ遺跡１３.九池遺跡１４.論出遺跡１５.牧ノ内遺跡１６.岡原遺跡１７.松岡遺跡１８.清水遺

跡１９.向原遺跡２０.真萱遺跡２１.毛井遺跡Ａ地点２２.真萱石棺２３．－の谷横穴墓群２４．－の谷

南横墓穴群２５．門前遺跡２６.大内古墳群２７.新田遺跡２８.迫阿蘇入横穴墓群２９.野間古墳群

30.丹生遺跡群３１．井ノ久保遺跡

第３図上松岡遺跡と周辺の遺跡（1/25,000）
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＋

調査直前の確認調査から、工事予定区の西半部分に遺構が集中していることが判ったため、調査は西

半部分を中心に行うことになった。第４図に示したように、国土座標に合せて北からＡ、Ｂ、Ｃ・……、

西から１．２．３．……と、４ｍ格子のグリッド分けをして調査を実施したが、調査区全域に及ぶ中世の

遺構と、中世面の西半を占める湿地の下面から弥生時代の遺構が検出された。
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I、中世の調査

中世の所産と考えられる２条の溝状遺構と共に、その周辺に遺物が出土しないため実際には時期不明

の土坑･焼土坑が若干検出された（第５図)。時期不明の遺構群については、溝状遺構と同じ面で検出さ

れたため、本節で記載することとする。

１．遺構と遺物

ここでは、前述の２条の溝状遺構と主な土坑・焼土坑、そして出土した遺物について、提示・説明す

る。

①溝状遺構

２条の溝状遺構が平行するように検出されている。

ｉ）第１号溝状遺構（第６図）

調査区中央より東よりの地点に位置し、若干蛇行しながら北北西から南南西に向かって延びてお

り、あちこちを現代の撹乱と若干後代と推測される風倒木痕によって撹乱されている｡最大幅約2.75

ｍ・最大深約0.6ｍ、調査区内で長さ約17.4ｍを測る。南北で底面の比高差約0.6ｍを有し、南南西

から北北東方面に水が流れていたと考えられる。出土遺物から、最終埋没時期は中世後期と推測さ

れるが、使用時期は中世でも第２号溝状遺構より新期と考えられる。

・出土遺物（第８．９図）

１．ｃ区２層一括…１２世紀代の所産で玉縁口縁を有する白磁碗の口縁部破片。

２．ｃ区２層一括…１４～１５世紀の所産で同安窯系青磁碗の口縁部片。蓮弁紋を有する。

３．ｃ区一括…１２世紀中頃～後半の同安窯系青磁碗の底部片。内外面に櫛描き紋が見られる。

４．ｃ区２層一括…中世前期～中期の須恵質のこれ鉢の口縁部片で、１条の突帯文が認められる。

５．ｃ区２層一括…古代の所産と考えられる土師器の艶の口縁部片。

６．ｃ区一括…中世の所産で土師質土器の摺鉢底部片で、内面に摺り面が残る。

７．ｂ区一括…古代の所産と考えられる土師器坪底部片。

８．ｃ区２層一括…中世の所産で瓦質土器壷口縁部片。

９．ｃ区２層一括…中世の所産で瓦質土器鉢口縁部片。

１０．ｃ区一括…中世の所産で瓦質土器鉢底部片。

１１．ｃ区２層一括…時期不明で瓦質土器小壷底部片。

１２．ａ区一括…弥生時代中期初頭の下城式謹の口縁に近い部位の部片｡２条の刻み目突帯文を有す

る。

１３．ａ区一括…弥生時代中期の所産で鋤先口縁系の高坪の口縁部片。

１４．ｃ区２層一括…弥生時代中期の所産で翌の口縁部片。

１５．Ｐ５…軟質の凝灰岩製の五輪塔で火輪の部分｡長さ35.1cm、幅33.2cm、高さ16.0cm、重さ11.2

ｋｇを測る。
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１３.ａ区一括

第８図第１号溝状遺構出土遺物①（1/3）

1３－

第９図第１号溝状遺構出土遺物②（1/4）
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ii）第２号溝状遺構（第７図）

第１号溝状遺構の西側を平行するように、北北西から南南東方向に延びており、北端と南端部文

を撹乱されている。蚊大幅約2.3ｍ、岐大深約0.55ｍ、調査区内で長さ約17.7ｍを測り、第１号溝状

遺構に比べると商線的である。南北で底面の差約16cmを有し、南南東から北北西に向かって水が流

れていたと推測される。’1|土遺物から最終埋没時期は中･世後期だが、使用時期は中11tでも第１ｹ蹄

状遺構よりⅡlいか。

・川士遺物

１．ａ区２層一括…11～12世紀代の所産で白磁碗の、縁部片。

２．ａ区ｌ層一括…12世紀代の白磁碗の｢i縁部片。

３．ｃ区２層一括…15～１６世紀の所産と考えられる龍泉窯系青磁碗の口縁部片。

４．ｃ区２層一括…中11tの土師質土器蕊の11縁部片。

５．ｃ区２層一括…中世の土師質土器鉢の11縁部片。’１縁部内面にハケ目が認められる。

６．ａ区ｌ層一家…1511t紀代の土師器坪の底部片。底部外面に回転糸切痕が残る。

７．ａ区ｌ層一括…15世紀代の土師器坪の底部片。底部外面に回転糸切痕が残る。

８．ａｌＸｌ層一括…15世紀代の土mli器坪の底部片。底部外而に回転糸切痕が残る。

９．ｃ区一括…''１世の瓦器塊の口縁部片。内面に磨きが看取される。

１０．ｃ区一括…IlIlIl:前～''1期の瓦質土器鉢の口縁部片。

フー７－７三一=云匡鴬云う＝
１回区2屑了括Ｚｮ区1.層一括３．C区2屑一括４．C区2層一括５．C区2層一括

垂L一'濠、-蔦苓ＪＥ鍵
､ａ区１層一括

11.SD-02一括

12.ｂ区２届一括十ａ区１層一括

第10図第２号溝状遺構出土遺物（1/3）
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②土坑

１０基の土坑が検出されているが、ここでは主な２基についてのみ報告する。

ｉ）第２号土坑（第１l図）

調査区東端のＧ－８．９グリッドに位置し、遺構のｌ/4程度が検出されている。平面形状が隅円

の長方形を呈すると推測され、調査区内で検出されただけで、長辺0.8ｍ、短辺0.55ｍを測り、中央

部分は２段式に掘り込んであり、大部分の床面が深さ15.5cm、中央の深い部分で深さ33cmを測る。

土層図からすると、端の方から自然に埋没したものと考えられる。遺物は出土していない。

ii）第３号土坑（第12図）

Ｅ・Ｆ－６グリッド東端に位置し、長方形に近い形状を呈する。長辺約1.05ｍ、短辺約0.75ｍ、

最大深さ20cmを測るが、中央南端部分は不整形に窪んでおり、その部分の深さは27cmを有する。第

２号土坑に比べて壁が垂直に近い角度に掘り込まされており、形状から土猫墓であった可能性があ

る。遺物は出土していない。

17,700ｍ

11．SD-02一括…中世後半の丸瓦の端部片。裏面に若干の布目痕が見られる。

12.ｂ区２層一括十ａ区ｌ層一括…弥生時代中期初頭の下城式謹の口縁部片。２条の刻み目突帯

文が見られる。

13.ｃ区一括…弥生時代中期初頭の下城式謹の口縁部片。現状で１条の刻み目突帯文が残る。

14．ａ区ｌ層一括…弥生土器の蓋の破片と考えられる。

｡
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や
長
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17,300ｍ ｡

１．暗褐色土：黄色土ブロックを非
常に多く、黒色土ブロックを多
く含む。しまりやや甘く、粘性
殆どなし。
２．暗褐色土：黒色土ブロックを多
く、橿色粒子を価かに含む。し
まりよく、粘性ややあり。

Ｑ弼削凶承

Ｏ

一 F、

第11図第２号土坑平・断面図（1/20）
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17,300ｍ

17,700ｍ

ｂ

１．黒褐色土：褐色土ブロックを多く、炭化物を若干、小際を僅かに含む。
しまりやや甘く、粘性殆どなし。

２．黒褐色土:褐色土ブロックを非常に多く、小磯を若干含む。しまりよく、
粘性殆どなし。

Ｏ５０ｑｎ
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第12図第３号土坑平・断面図（1/20）
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第13図第１号焼土坑平・断面図（1/20）

③焼土坑

調査区東端近くに３基の焼土坑が検出された。覆土中に大量

の焼土・炭化物を含み、その場で火を焚いた遺構か、或いは焼

土・炭化物の廃棄土坑である可能性が考えられる。

ｉ）第１号焼土坑（第13図）

Ｇ－８グリッド東端近くに位置し、不整楕円形を呈してい

る。長径1.4ｍ、短径０．９ｍ、最大深１４cmを測り、内部に楕円

形ないしは円形を呈する窪みが４か所認められる。覆土中に

は炭化物は認められず、検出面付近に焼土のみが若干認めら

れる。遺物は出土していない。

で三ヲミニヲａ

17.500ｍ
－

ａ
一
ａ

定 ニエフ

１．褐色土:焼土･黒色土ブロックを多く、
小磯を若干含む。しまりよく、粘性殆
どなし。
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第15図第３号焼土坑

平・断面図（1/20）

iii）第３号焼土坑（第15図）

調査区南東端に近いＨ－８グリッド中央に位置し、楕円形に近い形状を呈する。長径約0.7ｍ、短

径約0.6ｍ、最大深22cmを測る。南部より北部の方が２段式に深くなっている。焼土だけでなく、炭

化物が土壌化した黒色土ブロックも多く看取された。遺物は出土していない。

－１６－

Ｏ５０ｑｎ

－一

第14図第２号焼土坑
平・断面図（1/20）
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17,500ｍ

1．暗褐色土：焼土・黒色土ブロックを多く、小喋を若
干含む。しまりよく、粘性ややあり。

ｂ

ii）第２号焼土坑（第14図）

第１号焼土坑に隣接して､Ｇ－８グリッド中央部に位置し、

円形に近い形状を呈する。直径約０．５ｍ、最大深11cmを測る。

北側が浅く、南側が深く窪んでおり、遺物は出土していない。

覆土中には、焼土だけでなく、炭化物が土壌化した黒色土ブ

ロックも多く看取された。遺物は出土していない。



SK-O8

1．遺構と遺物

調査区西半の黒色土層下面の1V層から、３基の土坑と１基の柱穴が検出された。

①第６号土坑（第17図）

調査区南西端に近いＦ－２グリッド北東隅に位置し、楕円形に近い形状を呈する。南端の一部を近

世の溝に撹乱されているが､長径約0.95ｍ､短径約0.8ｍ､最大深18cmを測る。遺物は出土していない。

②第７号土坑（第18図）

調査区西端に近いＤ・Ｅ－２グリッド東端に位置し、楕円形に近い形状を呈する。長径約1.1ｍ、短

径約0.86ｍを測り、最大深11cmを有する。土器片と大・中藤が出土しており、弥生時代中期初頭の所

産だと考えられる。

蝋

５ｍ０

鵠+:二：

の
．
ｚ

一

Ⅱ．弥生時代の調査（第16図）

中世の検出面の西半は、Ⅲ層＝軟質の黒色土が拡がっており、プラント・オパール分析の結果、ネザ

サ属の生い茂る草原であったと考えられ、Ⅲ層を剥いだところ、１V層から土坑・柱穴が若干数検出され

た。その１基からのみ弥生土器が検出され、中世の遺構や包含層からも中世の遺物と共に弥生土器が出

土している。従って、１段高い段丘面に立地する上松岡遺跡の中心部に存在する弥生時代の遺跡の一部

が、本遺跡西端にも存在していたと考えられる。

＋

ハミ（
、一ノ

＋ ろ＋

1７－

＋

第16図弥生時代の遺構配置図（1/100）



i）出土遺物

１．Ｐ２…弥生時代中期初頭の下城式謹の口縁部片。２条の刻み目突帯が巡り、外面にはハケ目が

認められる。

③第８号土坑（第20図）

Ｄ・Ｅ－２グリッド東端近くに位置し、第７号土坑に切られている。楕円形に近い形状を呈し、東

端近くから中藤が出土している。復元で長径約1.1ｍ、短径0.85ｍを測り、最大深１０cmを有する。遺物

Iま出土していない。

＝

l旦旦QＱ
ａ

ａ

SK-6

１．暗褐色土：黒色土・褐色土ブロック、橿色パミスを多く含む。
しまりやや甘く、粘性あり。

２．黄褐色土：黒色土粒子を多く、黒色土ブロックを若干含む。
しまりやや甘く、粘性あり。

０５０ｍ
ｰ一一一

第17図６号土坑平・断面図（1/20）
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１．黒褐色土:黒色土･褐色土ブロックを多く、橿色パミスを若干含む。
しまり甘く、粘性あり。

ｏ５０ｑｎ

ー－－-

第18図第７号土坑平・断面図（1/20）

Ⅲ、その他の遺物

ここでは、遺構外から出土した遺物と、ここでは、遺構外から出土した遺物と、全て中世の所産と考えられる土錘をまとめて報告する。

1．土錘（第21図）

７本の土錘が、包含層と撹乱、そして第１号溝状遺構から出土している。

１．ＳＤ－０１ｃ区２層一括

中形・紡錘形の管状土錘。下半部に下端に向かってかけ紐によると考えられるやや深い蛇行する圧

痕が認められる。下端にはミガキ整形が看取される。

２．撹乱一括

中形・紡錘形の管状土錘。表面下半にかけ紐によると考えられる複数の浅い窪みが看取される。ま

た、上下端ともに僅かに欠損している。

３．撹乱一括

中形・紡錘形の管状土錘。上端から下端にかけて若干の蛇行を見せる、掛け紐によると考えられる

－１８－



第19図第７号土坑出土土器（1/3）

浅いくぼみが看取され、また上・下端は蒋干

16,800IＴ
－

ａ

欠損している。
16.800ｍ

ぢ

ｘＰｌ

4 ．ＳＤ－０１ｃＩＸ２届一括ａｅ

－ご＝二上 一~ユー細形・紡錘形の管状土錘。表、.下半部をIl1

SK-8
心に、桂|､け紐によると考えられる、浅い窪みｌＬｊｗｰ、１土1,Vノ皿レーｄ、④巳看へつ４しつ、｛天ｖ』注進のﾒ、１．褐色土:黒色土･褐色土ブロックを多く、橿色パミスを若干含む。

しまり甘く、粘性あり。

が複数認められる｡lllIil部の形状はやや歪だが、
０５０ｃｍ

_'二・下端にはミガキ繋形が認められる。

第20図第８号土坑平・断面図（1/20）
５．ＳＤ－０１ｃＩＸ２ｊ曹一柄

細形・紡錘形の椅状士錘。表Iniの上端から下端にかけて、掛け紐によると考えられる浅い窪みが、

途切れ途切れながら蛇行するように蒋取される。上端製而は欠損している。

６．撹乱一括

中形・紡錘形の衝状士錘。表１ｍにｋ端から下端にかけて途切れ途切れながら、掛け紐によると考え

られる蛇行する浅い窪みが粁収される。また、上端が若干欠損している。

７．検出面一括

中形・紡錘形で、断而がキセル形を11とする管状土錘。上端はかなり欠損しており、下半は欠損のた

め存在しない。表而上端近くに掛け紐によると考えられる浅い窪みが看取される。

２．その他の遺物（第22図）

遺構外及び報告しなかった遺構から出土した辿物をここで報告する。主に中世の磁器．陶器．土器と、

弥生時代の土器が出土している。

ｌは、１２世紀代の玉縁口縁白磁碗の1-1縁部片。２は、１３世紀代の龍泉窯系青磁碗の口縁部片。錦蓮弁

紋が認められる。

３．４は、土師質土器の鍋の1-1縁部片。３はI|』llt前～中期、４は中世の所産である。４は、中世の所

産の土師質土器鉢の口縁部片。スタンプ紋が認められる。６は、時期不明の土師質の痛鉢胴部片。内面に

5本単位の捕り而が看取される。７．８は、土師器坪の底部片。７は中世後半の所産と考えられる底部外面

に回転糸切痕が残る。８は１４～1511t紀の所産。

９．１０．１１は、Ｉ|'世の所産の瓦器恥の11縁部片。９は内而にミガキが看取される。１２は、１２～１３世紀

の所産で和泉式瓦器塊の１１縁部からIIiil部にかけての破片。外而に指オサエ、内面に磨きが看取される。

１３は、il1iItの所産で瓦質土器の鉢の１１縁部片。外而に工具ナデが見られる。

１４は、中世後半の備前焼橘鉢の底部片。内面に橘り面、外面に指オサエの痕跡が認められる。

1９
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第22図上松岡遺跡出土その他の遺物（1/3、但し２１は３/4）
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Ⅳ．まとめ

ここでは、本遺跡の調査成果の

ン卜･オパール分析、火山灰分析、

土層観察から予察的に行いたい。

本遺跡の調査成果のまとめとして、弥生時代から近世までの本遺跡の景観の復原を、プラ
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１．弥生時代

火山灰分析から、ＡＴ？アカホ

ヤが風化し、土壌化した地面が

くースとなっていると考えられ、

調査区東半の標高が高く、西半は

低くなっており、土層観察から６０

cm以上の比高差を有していたと推

測される。プラント．オパール分

析から、東半はネザサ属などか分

布する乾地だが、西半はヨシ属な

どが生育する湿地であったと推測

される。

１５．１６．１７．１８は、弥生時代中期初頭の所産の下城式謹の口縁部ないしはそれに近い部位の破片で、

２条の刻み目突帯が見られる。１７は内面にハケ目が見られる。１９は、弥生時代中期初頭の所産の跳ね上

げ口縁謹の口縁部片。２０は、弥生時代後期前葉の複合口縁壷の胴部片。２条の断面三角形の貼り付け突

帯が見られる。

SD-02

＝フージ当一一二一Ｑ､型

２．中世（第23図）

弥生時代同様に、調査区東半の

方が標高が高く、西半の方が低く

なっていた状況は変わらないが、

低地が若干埋没し、比高差は40ｃｍ

程度になっていたと土層観察から

推測される。プラント・オパール

〆
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歩一
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一一一

Ｏ ５ｍ

Ｅ

第23図上松岡遺跡中世の景観（1/200）

分析から､東半は相変わらず乾地だが､西半も中世にはネザサ属が生育する草原的な環境に変わっていっ

たと考えられる。微高地の東半には溝状遺構２条が平行するように検出されているが、より西よりの第

２号の方が旧く、中世前半の所産で、より東よりの第１号の方が新しく、中世後半に所属すると推察され

る。調査区内に水田耕作を示すようなプラント・オパールが検出されなかったことから、両溝状遺構と

も水田に付属する直接的な用水路ではなく、近辺の水田に水を引く井路であったと推測される。

－２１



第24図上松岡遺跡近世の景観（1/200）

検出されており、そこが水田の始まり部分であった可能性か高い。
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３．近世（第24図）

調査区西半は更に埋没して、東半との比高差は20cm程度にまでなっていたことが土層観察から判る。

プラント．オパール分析によると、西半の低地部分からイネ・ムギ類が検出され、西半ではイネ・ムギ

などの栽培が行われていたと推測される。西半中央より西よりの部分で直線的な水路が、現代の撹乱に

よって分断しているが、北端から南端方向に存在したことが判明しており、また土層観察から耕作土と

床土が形成されていたと考えられ、それを証し立てている。西半の低地部分の東端に20cm程度の落ちも

踊
醐

瞳

Ｏ
も

⑳GAJ

輔
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偽
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７

10

１０

10

10

1０

1０

1０

10

1０

10

10

稀

号

10

Ⅱ

1２

1３

Ⅲ

10

1１

出土遺柵出土区

SD-0I《PⅨ

SD-01（'1ベ

SD-01cK

SD･OICⅨ

SD-01cI暇

SU-O1cⅨ

SD-01bK

SD-01cK

SD-OlcK

SO-OlcⅨ

SD-01cⅨ

SD-01aⅨ

SD-01aⅨ

SD-01cK

SD-02aK

SD-02IlⅨ

Sl)-02（｡Ⅸ

SI)-02ｃⅨ

SD-02値Ⅸ

SD-02i1Ⅸ

SD-02IlⅨ

SD-02aⅨ

SD-02（､Ⅸ

SD-02fK

SD-02

刷仙

21Ｗ

21Ｗ

2刑

21Ｗ

２１Ｗ

２肘

２肘

２１Ｗ

21Ｗ

1h１

2Ｍ

2Ｍ

2Ｍ

11Ｗ

l肘

１１Ｗ

，綴’ 、瀬

白磁

肌触無

系I1i磁

|‘1安照

系ｉｆ磁

須忠賀

Mlli器

上師闘

上師器

凡画一上

器

瓦斌上

器

瓦茂土

階

瓦質士

器

弥生土

器

弥ﾉﾋﾋ
１３KK
ｍ了

弥'1§･上

器

I‘I磁

内磁

他泉無

系IIf磁

土師鷺

土師画

．上師駕

上師器

ｆ師哲

凡Iir上

冊

質士

衝上

器価

碗

碗

碗

ね鉢

弧

冊鉢

iｆ

砿

鉢

鉢

小壷

麺

鋤先口縁

系間坪

艶

碗

碗

碗

躯

鉢

坪

小耶

ｉｆ

椀

跡

九瓦

時期

I２ｃ

１４～ｌ５ｃ

l2c1lI頃

～後半

''''1LI1ij～

中川

IIi代

中世

古代？

中世

１Ｆ
１
１

I4c以降

弥生時代

中期初頭

弥生時代

中期

弥生時代

中期

１１～Ｉ２ｃ

１２《、

１５～

l6c？

中世

中世

l５ｃ

ｌ５ｃ代

l５ｃ

中世

中世前～

中期

中11t後半

胎土

混和村

ｲi共、此(f、ｒｌ盤吐

{砂

及.（

ｲ･域

赤色

商英、赤色粒子

石英、災石、山謹母

石英、鮒閃石

石英、災石、臼裳ﾉリ

石英、白墾雌

石英、長石、、型母、

赤色粒子

石英、白雲母、赤色粒

子

石英､災【『、赤色粒子、

金雲ﾉリ

ｲi英、災(『、、洪雌、

凝灰増、、閃荷

(.i英、災灯、角閃(『

石英、角閃価、金霊母、

赤色粒子

石英、赤色粒子、金璽

母、凝灰場

石英、赤色粒ｆＩ‘I製

母、阿閃石、及侭

商英、チャート、’'1盤

緑

石英、チャート、災、

白雲母、水,V，

(i英､」と(i、チャート、

酸化鉄

§、、閃17,1』I盤ﾉｻ、

、角閃Ii､凝灰務、

粒子

粒子

微倣

微枇

微粒

微粒

微泣

微粒

微泣

微位

微粒

微粒

微粒

微粒

細粒

微粒

徹泣

徹粒

微泣

微粒

微粒

色捌

内面

明オリー

ブ灰色

灰''1色

洩llIY色

灰''１色

愉色

灰批色

悩色

出灰色

世灰色

にぶい

出色

オ
ブ

職色

にぶい

IIiMI色

にぶい

Ki色

にぷい

,Ni色

灰出色

ﾘjオリー

ブ灰色

惟色

汎IMI色

にぶい

赤褐色

惟色

にぶい

蹴俺色

灰色

淡)Mi色

lHi灰色

リー

肌色

外而

灰I‘1色

オリー

プルX色

汎出色

灰''1色

惟色

にぶい

批催色

惟色

灰戊色

lMi灰色

にぶい

ＩＩＴ色

オ
ブ

臓色

にぶい

批惟色

にぶ

褐色

に_思い

出色

llIf灰出

色

オリー

ブ灰色

にぶい

慨色

洩戊色

褐色

樋色

にぶい

醐樋色

灰色

灰、色

灰甜色

リー

Ⅲ色

【い

器而潤整

内而

施仙

施柚

施仙

ナデ

ナデ

ナデ､ス

リ１１

ガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

施柚

施柚

施仙

ラナデ

ナデ､、

緑部に

ハケメ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ、ミ

ガキ

ナデ

トデ､、

取り

外而

施袖､露

胎

施袖

施柚

ﾅデ

ﾉーﾃ゙

ﾉ･デ､指

押さえ

ナチ牙

ナデ

ナデ

ナ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

施袖

施袖

施袖

ナデ､ハ

ケメ、ミ

ガキ

ナデ

ナデ､同

態糸切り

ナデ竪回

振糸切り

ナデ､糸

切り

ナデ､指

押さえ

ナデ

ﾉ･デ

法量（c､）

口径

(22.8）

器商

(3.4）

(4.75）

(2.8）

(1.35）

(1.45）

底薩

(5.0）

(9.4）

(4.4）

(5.8）

附老

玉縁ｕ紙？

辿弁紋

減き不確火

傾き不確り４，反

転復応

.Z条の刻み側突

描、F城式

反松復元

傾き不確爽

剛き不肺炎

伽きｲ；肺火

11緑部内而にハ

ケ1１

反転復尤

反転復疋

残存肢ﾉ<足１６’５

qIl柵12.1〔、

10 1２ SD-02bⅨ

-1.sI)-02ⅡⅨ

２Ⅳ１

１ル１

弥生上

器

瓢 弥生時代

中期初頭

石英、災ｲ７，擬灰掛、

rI漢ﾉ￥

剛倣 IﾘIlJfIM

色

醐俺色 ナデ ﾉーﾃ゙ 葛条の刻み１１投

椛、ド城式、イ：

体的に雁減Mｍ１ｉ

10

10

1９

画

”
一

リワ
ーｰ

2２

１３

1４

SD-O2（､Ⅸ

S|)-02ａⅨ

SK-07

概乱

B…Ｉ

D-２

SＰ－Ｉ

化噸･･揺

I肘

|Ⅲa肘

IlIa肘

Ⅲa肘

弥'k-l：

器

弥生l活

器

弥′k-k

淵

|唖
肥泉無

系汗磁

上師蘭

上師貧

土師質

．上師徹

灘

鑑？

艶

函
碗

鍋

鍋

鉢

柵鉢

弥生時代

中期初頭

弥生時代

弥生時代

中期初頭

lI2c
l3c

中世

中世

』世伽～

8期

禰英、ｊＨｉ

門英、赤色粒.ｆ，角閃

(f、白婆母、災(『

石英、｜‘1鯉ﾉﾘ、凝灰班

石英、災ri、白雲母、

金雲雌

石英、金磐雌が色粒

子、白雲母

禰英､角閃石､''1裳Iリ

石英、災:(f、角閃(i，

白雲母、結ＩＷｉ･洲

微靴

微粒

微粒

微泣

微粒

微枇

微位

にぶい

測色

慨色

俺色

…
|燭･リー

ブ色

洩此撞

色

にぶい

赤禍色

洩州唾

色

灰１１１１色

にぶい

測色

惟色

…
オリー

ブ灰色

にぶい

仙燈色

肌色

にぶい

此怖色

灰ＩＭＩ色

ナデ､ハ

ケメ

ナデ

ナデ､ハ

ケメ

|施袖
施紬

ナデ

ナデ

ﾅデ

ナデ、ス

リ１１

ナデ､ヘ

ラケズリ

ナデ

小
へ
、
刺

デ
メ
ケ

ナ
ケ
ラ

施柚

施袖

ナデ

ナデ

ナデ､ス

タンプ散

ナデ

・条の刻み|l突

Hf，ド城式

冨条の刻み11突

帯、F城式、合

成

玉総11絃？

辿弁紋、人宰刑

分煎Ⅱ緬

外面スス付杵、

傾き不硫火、ＩＩｊ

代瓢？

傾きイミ碗火
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側

版
凸

ワク
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2２
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2２

2２
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クワ
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2２

2２

２２

２２

2２

２２

2２

播
恐

１０

１１

1２

1３

1.1

1５

1７

1８

1９

2０

出上避hW出土区

I;－２検出面

11m

Ｅ－２

Ｂ－‘Ｉ

辿跡；・括

I〕－２

撹乱

lni半Ⅸ西端

Ｅ－２

Ｄ－２

|）－２

追跡撫

Ｃ－３

Ｄ－４

屈位

ⅢaⅣ７

llIa肘

IIlalW

Hlahi

IValW

IIIalW

IIIalW

IIIaIW

Ｐ 、頬

ｌ:師器

上帥闘

瓦ｆＴ上

』ＣＩＴＩ：

器

H1泉式

瓦器

瓦圃ｋ

即
、

焼締陶

器

弥生上

流唯Ｉ

淵

閥

抑'ｋｌｆ

Ｍ§I：

I：Ｉ

I;'IＴＩ

'肥l：

器加

jｆ

jｆ

塊

塊

塊？

塊

州坤

弧

蝿

弧

蝿

蝿

NLI行1１

緑蝋

時期

中世後半

力､？

１４～l5c

中脳

中世

'１１１１上

12～l3c

中世

中世後半

弥生'１

伽川:，

弥化

IＩ１ｌＵｌ

弥生時代

中期初頭

弥生上器

中期初頭

弥生時代

中期初頭

弥生時代

隣期1,業

ｷ代

代

り蝋

胎上

混和付

石芙、赤色粒子、角閃

(i、命雲母

〈i英、白愛ﾉﾘ、」と(ｉ

石英、民(『

打英、金埋ﾉリ

Yi英

【『英、」を【i，ｌｆＩ蕊ﾉリ

府英、''１雲母、川閃(i，

是石

石英、足ｲ『、金製Iﾘ、

凝灰瀞、チャート

(ｉ

''１

笑、赤色位ｆ、’'1典

、角閃(ｉ母

(i英、災rf、凝灰焔、

メノウ

、英､角閃｢『、白盤ﾉﾘ、

チャート

石英､的閃、、''1望ﾉﾘ、

凝灰器

i災、角閃くi，''１JＷ，

Ｈｉ，赤色粒｣‘：

英､災Ｗ、赤色Ｗ１Ｘｆ、

蝉ｻ、凝灰V）

Ik子

微泣

微粒

徹粒

微枇

倣枇

微位

微粒

微粒

微粒

微粒

細粒

細粒

散枇

微粒

色調

内而

褐色

明亦褐

色

灰色

Ⅲ褐色

尚灰色

灰色

灰色

俺色

にぶい

戯椛色

棚

にぶい

赤褐色

lMi撞色

随色

蝿登色

外而

にぶい

褐色

にぶい

赤褐色

灰色

淡戯機

色

灰白色

灰色

灰色

明赤褐

色

にぶい

iMi械色

憧色

にぶい

此悩色

僚色

憧色

瞳色

器而iiMIMi

内iｍ

ナ

ナフー

ナデ､ミ

ガキ

ナデ､ミ

ガキ？

ナデ､ミ

ガキ

ナデ、ミ

ガ封

十jデ

ミガキ、

スリⅡ

ナデ

７･丁

ナデ､ハ

ケメ

ナデ

ナデ

ナデ

外而

ナデ､糸

切り

ツ・ア、Y､

切り

ナデ

ナデ

ガ邦

ナデ､術

押さえ

ナデ､.』弓

典ナデ

脂押さ

え

ナデ､ハ

ケメ

ナデ､ハ

ケメ

ナデ

ナデ

ナデ

ﾉ･デ､ハ

ケメ

法且（Cm）

口径

(1.1..1）

器高

(4.8）

(3.9）

底径

(13.6）

伽孝

賊ぎｲﾐ硫火

反椎似元

傾きｲﾐ硫火

伽IMI､断1ｍ合成、

反枢復元

三条の刻み'1突

Hf，ド城火

葛条の剣みⅡ突

ｲﾙ、ド城火

二条の刻み11炎

Hf、F城式

･･条の刻み11突

僻、ド城式

跳ね上げ１１綿

［
－
１
‐
一
一
Ｊ
ｌ
，
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図版

２１

２Ｉ

２１

2１

2１

２１
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稀号 出土位侭

ＳＤ－Ｏ１ｃ区

ＳＤ－０１ｃ区

ＳＤ－０１ｃ区

似乱

捌乱

捌乱

P稀

・括

・揺

・柵

・招

・棚

･･l＃

・播

1Ｗ位

21Ｗ

2Ｍ

2Ｍ

胎土

上師質

土師質

上師肘

ｋ師買

．t師質

-ＭJ|i質

Ｍ１ｌｉ髄

良さ（tⅢ）

．'.‘１０

‘1.10

5－５０

2.6

‘１．２

Ｍ１

5．１５

外凝（c､）

1．０５

1．１０

Ｌ５０

1．１０

1．１５

1．００

1．３０

孔径上（１m）

0．３５

0．４０

ｎ４０

0．３５

0．４５

0．３５

0皇４０

孔径下（u､）

0.‘１５

0..10

11.11】

0．３０

0．５０

0．３０

(１５０

IKさ（９）

5.0

4.0

1０－１

2.0

1.1

3.Ｉ

5-9

術 畦

上端群干欠H１

上端群.i爵欠Ⅲ

下半欠仙

上FｊＭ

上端Ｉ

上ｳﾙ符!:欠11｛

』牌.I:欠拙

那欠Ⅲ
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上松岡遺跡における植物珪酸体（プラント・オパール）分析
株式会社古環境研究所

１．はじめに

植物珪酸体は植物の細胞内に珪酸(SiO2)が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微化

石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を

遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定およ

び古植生･古環境の推定などに応用されている（杉山，2000)。イネの消長を検討することで埋蔵水田跡

の検証や探査も可能である（藤原・杉山，1984)。

上松岡遺跡の発掘調査では、調査区西部において弥生時代の遺物を包含する褐色土層（Ⅳ層）や中世

の遺物を包含する黒色土層（Ⅲａ層．Ⅲｂ層）が認められ、その性格や農耕との関連が検討課題となっ

ていた。

２．試料

分析試料は、調査区西部に位置する南地点、西地点、北地点の３地点から採取された計14点である。

試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

３．分析

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

ｌ）試料を105℃で24時間乾燥（絶燥）

２）試料約ｌｇに対し直径約4伽、のガラスビーズを約0.02ｇ添加(電子分析天秤により0.1mgの精度で

秤量）

３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（300Ｗ・４２KＨｚ・’０分間）による分散

５）沈定法による2伽、以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）顕鏡・計数

同定は､400倍の偏光顕微鏡下で､主にイネ科植物の起動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行っ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相

当する。試料ｌｇあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をか

けて、試料ｌｇ中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（植物細胞珪

酸体１個あたりの植物体乾重、単位：１０‐５９）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量

を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。

イネ科の換算係数は2.94、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、メダケ節は1.16、ネザ

サ節は0.48、チマキザサ節は0.75、ミヤコザサ節は0.30である（杉山，2000)。タケ亜科については、植

物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。
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４．分析結果

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結

果を表ｌ及び図ｌに示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ムギ類（穎の表皮細胞)、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属型（おもにススキ属)、ウシク

サ族Ａ（チガヤ属など)、ウシクサ族Ｂ（大型）

〔イネ科一タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節･リュウキュウチク節、ヤダケ属)、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザ

サ節)、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザ

サ節など)、マダケ属型（マダケ属、ホウライチク属)、未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来)、茎部起源、未分類等

5．考察

（１）稲作跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般のイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料

ｌｇあたり5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断

している（杉山，2000)。ただし、密度が3,000個／ｇ程度でも水田遺構が検出される事例があることか

ら、ここでは判断の基準を3,000個／ｇ以上として検討を行った。

ｌ）南地点

Ｉａ層(試料ｌ）から1V層（試料６）までの層準について分析を行った。その結果、Ｉａ層（試料ｌ）

とⅡ層（試料２）からイネが検出された。このうち、Ⅱ層（試料２）では密度が700個／ｇと低い値で

あり、Ｉａ層（試料ｌ）２，１００個／ｇと比較的低い値である。

イネの密度が低い原因としては､稲作が行われていた期間が短かったこと､土層の堆積速度が速かっ

たこと、イネの生産性が低かったこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および稲藁が

耕作地外に持ち出されていたことなどが考えられる。また、畑における稲作の場合は、連作障害や地

力の低下を避けるために輪作を行ったり、休閑期間を置いたりする必要があるため、イネの密度は水

田と比較してかなり低くなる。

２）西地点

Ｉａ層（試料ｌ）からⅣ層（試料８）までの層準について分析を行った。その結果、Ｉａ層（試料ｌ）

～Ⅱ層（試料３）からイネが検出された。このうち、Ｉｂ層（試料２）では密度が3,500個／ｇと比較

的高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。その他の試

料では、密度が700～1,500個／ｇと低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述のようなこ

とが考えられる。

３）北地点

Ⅲａ層（試料ｌ）からⅣ層（試料４）までの層準について分析を行った。その結果、イネはいずれの

試料からも検出されなかった。
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（２）イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ

属型（ヒエを含む)、エノコログサ属型（アワが含まれる)、キビ属型（キビが含まれる)、ジュズダマ属

（ハトムギが含まれる)、オヒシバ属（シコクビエが含まれる)、モロコシ属型、トウモロコシ属型など

がある。このうち、本遺跡の試料からはムギ類が検出された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性につ

いて考察する。

ムギ類(穎の表皮細胞)は､西地点のＩａ層(試料ｌ）とＩｂ層(試料２）から検出された｡密度は2,800

～3,500個／ｇと比較的高い値である。また穎（籾殻）は栽培地に残される確率が高いことから、少量が

検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。したがって、これらの層ではムギ類が栽培され

ていた可能性が高いと考えられる。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが

含まれている可能性があると考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題とし

たい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑

作物は分析の対象外となっている。

（３）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、Ⅲａ層～IIIb層を中心にネザサ節型やメダケ節型が多且に検出され、とくに

IIIa層ではネザサ節型の密度が１０万～13万個／ｇときわめて高い値である。また、キビ族型、ヨシ属、

ススキ属型､ウシクサ族Ａなども検出され、Ｉａ層～Ｉｂ層ではマダケ属型やクスノキ科などの樹木(照

葉樹）も検出された。主な分類群の推定生産量によると、おおむねネザサ節型やメダケ節型が優勢であ

り、特にⅢａ層～IIIb層ではネザサ節型が圧倒的に卓越している。また、１V層ではヨシ属も比較的多く

なっている。

以上の結果から、弥生時代の遺物を包含する1V層の堆積当時は、おおむねヨシ属などが成育する湿地

的な環境であったと考えられ、周辺の比較的乾燥したところにはメダケ属（おもにネザサ節）などが分

布していたと推定される。

中世の遺物を包含するⅢａ層～Ⅲｂ層の堆積当時は、メダケ属（メダケ節やネザサ節）が繁茂する草

原的な環境であったと考えられ、土壌中の多量の有機物が供給されて黒色土（黒ポク士）が形成された

と推定される（杉山ほか,2002)。なお、イネ科栽培植物に由来する植物珪酸体が認められないことから、

これらの層準では水田耕作や畑作が行われていた可能性は考えにくい。

Ⅱ層からＩ層にかけては、調査地点もしくはその近辺でイネやムギ類の栽培が行われていたと考えら

れ、遺跡周辺にはクスノキ科などの照葉樹が分布していたと推定される。また、Ｉａ層の時期には周辺

でマダケ属が見られるようになったと考えられる。マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なもの

が多く、建築材や生活用具、食用などとしての利用価値が高い。

６．まとめ

植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果、弥生時代の遺物を包含する1V層の堆積当時は、おお

むねヨシ属などが分布する湿地的な環境であり、周辺の比較的乾燥したところにはメダケ属（おもにネ
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ザサ節）などが分布していたと考えられる。中世の遺物を包含するⅢａ層～Ⅲｂ層の堆積当時は、メダ

ケ属（メダケ節やネザサ節）が繁茂する草原的な環境であったと考えられ、土壌中に多量の有機物が給

供されて黒色士（黒ボク土）が形成されたと推定される。Ⅱ層からＩ層にかけては、調査地点もしくは

その近辺でイネやムギ類の栽培が行われており、遺跡周辺にはクスノキ科などの照葉樹が分布していた

と考えられる。
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上松岡遺跡の文化財調査に伴う火山灰分析
株式会社古環境研究所

１．はじめに

大分市域とその周辺には、阿蘇や九重など九州地方中部の火山のほか、姶良カルデラや鬼界カルデラ

など、南九州地方の火山から噴出したテフラ（火山さいせつぶつ砕屑物，いわゆる火山灰）が多く分布

している。テフラの中には噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの層位関係を遺

跡で求めることで、遺物包含層や遺構の層位や年代に関する資料を得ることができる。

そこで、松岡小学校内における発掘調査の際に、発掘調査担当者により採取された試料を対象に、火

山ガラス比分析、火山ガラスの屈折率測定、火山ガラスの主成分化学組成分析を行って、試料に含まれ

るテフラの起源を明らかにすることになった。測定分析の対象となった試料は、Ｅ－５およびＦ－３の

２点である。

２．火山ガラス比分析

（１）分析試料と分析方法

試料Ｅ－５および試料Ｆ－３について、含まれる火山ガラスの形態や色調を明らかにするために、火

山ガラス比分析を行った。分析の手順は次の通りである。

ｌ）試料ｌ２ｇを秤量。

２）超音波洗浄により泥分を除去。

３）８０℃で恒温乾燥。

４）分析節によりl/4-1/8ｍの粒子を飾別。

５）偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調・形態別比率を求める。

（２）分析結果

火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図ｌに、その内訳を表ｌに示す。試料Ｅ－５には、量

が多い順に、無色透明のバブル型(7.2％)、分厚い中間型(0.8％)、繊維束状に発泡した軽石型(0.8％)、

淡褐色のバブル型（0.4％)、褐色のバブル型（0.4％）が含まれている。また、試料Ｆ－３には、量が多

い順に、無色透明のバブル型（19.6％)、繊維束状に発泡した軽石型（0.8％)、スポンジ状に発泡した軽

石型（0.8％)、中間型（０．４％)、淡褐色のバブル型（０．４％）が含まれている。

３．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

試料Ｅ－５と試料Ｆ－３の２試料に含まれる火山ガラスについて、屈折率の測定を行った。屈折率の

測定には、温度変化型屈折率測定装置（京都フィッション・トラック社製RIMS2000）を利用した。

（２）測定結果

屈折率の測定結果を表２に示す。試料Ｅ－５に含まれる火山ガラスの屈折率（､）はtrimodalで

1.498-1.501,1.505、1.507-1.510の値のものが認められる。一方、試料Ｆ－３に含まれる火山ガラスの

屈折率（､）は1.497-1.501である。
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４．火山ガラスの主成分化学組成分析

（１）分析試料と分析方法

火山ガラスの起源をさらに詳しく調べるために、２試料に含まれる火山ガラスを対象として、波長分

散型エレクトロンプローブＸ線マイクロアナライザー（以下，WDS型EPMAとする）により、火山ガラス

の主成分化学組成分析を行った｡分析に使用した分析機器は､山形大学理学部の日本電子JXA8600MWDS型

EPMAである。加速電圧15kV、照射電流０．０ＭＡ、ビーム径５Jumの条件で行った。補正にはOxideZAF法

を用いた。

（２）分析結果

主成分化学組成分析の結果を表３に示す。この表には、韓半島とその周辺に降灰した後期更新世以降

の代表的な指標テフラに含まれる、火山ガラスの主成分化学組成も示した。

指標テフラは、約13.5万年前あるいは約12万年前に阿蘇カルデラから噴出した阿蘇３テフラ（Aso-3，

小野ほか，1977，町田･新井，1992,2003)、約１０．５～11万年前に阿多カルデラから噴出した阿多テフラ

（Ata，Ｕｉｅｔａ1.,1971,Nagaoka，1988，町田・新井，２００３）、約9.5万年前に噴出した鬼界葛原テフ

ラ（K-Tz，Nagaoka，1988,町田ほか，1983，町田･新井，2003)、約8.5～９万年前に阿蘇カルデラから

噴出した阿蘇４テフラ（Aso-4，町田ほか，1985，町田・新井，1992,2003)、約2.6～2.9万年前に姶良

カルデラから噴出した姶良Tn火山灰（AT，町田･新井，1976,1992,2003，松本ほか，1987，村山ほか，

1993，池田ほか，1995)、約7,300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤテフラ（K-Ah，町田・

新井，1978,2003）である。

主成分化学組成分析の結果､試料Ｅ－５と試料Ｆ－３のいずれにもSiO2が多いものとそれより若干少

ないものの２種類の火山ガラスが含まれていることが明らかになった。試料Ｅ－５のうちの５粒子と試

料Ｆ－３の９粒子、試料Ｅ－５のうちの５粒子と試料Ｆ－３のｌ粒子は、互いによく似ている。

５．考察

試料Ｅ－５に含まれる火山ガラスのうち、屈折率（､）が1.498-1.501でSiO2が多い火山ガラスは、そ

の主成分化学組成やバブル型ガラスが多いことも合わせて考慮すると、約2.4～2.5万年前＊１（暦年較正

年代：約2.6～2.9万年前）に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰（AT，町田・新井，

1976,1992，松本ほか，1987，村山，1993，池田ほか，1995）に由来すると考えられる。

また、屈折率（､）が1.507-1.510でSiO2がやや少ないものについては、その主成分化学組成やバブル

型ガラスが多いことも合わせて考えると、約6,300年前（暦年較正年代：約7,300年前）に南九州地方の

鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，町田･新井，1978,19925）に由来すると考えら

れる。

なお、火山ガラスの屈折率（､）が1.505のものについての詳細は不明であるが、その値から約５万年

前に九重火山から噴出したと推定されている九重第１テフラ（Kj-Pl，町田，1980，小林，1984，奥野ほ

か，1998，町田・新井，2003）に由来する可能性が指摘されよう。

試料Ｆ－３に含まれる火山ガラスについては、無色透明のバブル型ガラスが多く、火山ガラスの屈折

率（n：1.497-1.501）や主成分化学組成も合わせると、ＡＴに由来する火山ガラスが多いようである。た

だし火山ガラスの主成分化学組成をみると、ごく少量ながらＫ－Ａｈに由来する火山ガラスも含まれている

－３４－



ようである。

６．まとめ

松岡小学校内における発掘調査の際に採取された火山灰試料２点を対象として、火山ガラス比分析、

屈折率測定、主成分化学組成分析を行った。その結果、量比に違いはあるものの、２試料それぞれから

姶良Tn火山灰（AT’約2.4～2.5万年前＊l）と鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，約6,300年前＊l）に由来す

る火山ガラスが検出された。さらに試料Ｅ－５からは、九重第１テフラに由来する可能性のある火山ガ

ラスもごく少量ながら検出された。

*ｌ放射性炭素（l4C）年代．
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表２屈折率測定結果

試料
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表３火山ガラスの主成分化学組成分析結果
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